
発行／品川区　編集／戦略広報課　〠140－8715  品川区広町2－1－36  ☎3777－1111（代表）  Fax5742－6870（戦略広報課）  https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/

4//11
毎月毎月1・11・21日発行日発行

令和令和6年（年（2024））
No.2325

問い合わせ／／人権・ジェンダー平等推進課（☎3763－5391 Fax3768－5092）

　昭和22（1947）年5月3日に日本国憲法が施行
されました。これを記念して5月3日を憲法記念
日、5月1日から7日を憲法週間としています。
　日本国憲法は、「国民主権」「平和主義」ととも
に「基本的人権の尊重」を大きな柱とし、憲法第
11条＊では人権保障の基本原則を定めています。
　誰もが自分らしくいきいきと安心した人生を
送るうえで、決して侵してはならない人としての
権利が「人権」です。
　この権利を守るために、一人ひとりが自分のこ
とだけではなく、相手の気持ちを考え思いやりの
心を持って行動し、自分の権利と同じように他の
人の権利も認め合うことが大切です。
　区では、人権尊重社会を実現するために、「人
権尊重都市品川」を宣言し、人権尊重思想の普及
啓発に取り組んでいます。その一環として、講演
会やパネル展などの啓発事業を行っています。
　これを機会に「人権」の大切さをあらためて考
えてみませんか。

＊憲法第11条：「国民は、すべての基本的人権の享
有を妨げられない。この憲法が国民に保障する基本
的人権は、侵すことのできない永久の権利として、現
在及び将来の国民に与へられる。」と規定している。

障害者差別解消法
[平成28（2016）年4月施行]

すべての人が障害の有無によっ
て分け隔てられることなく、相
互に人格と個性を尊重し合いな
がら共生する社会の実現をめざ
す法律

部落差別解消推進法
[平成28（2016）年12月施行]

現在も存在する部落差別につい
て、「部落差別は許されないも
の」という認識のもと、部落差
別のない社会をめざす法律

ヘイトスピーチ解消法
[平成28（2016）年6月施行]

日本に住む日本以外の出身者や
子孫に対する差別意識の助長・
誘発や地域社会からの排除をせ
ん動する不当な差別的言動の解
消をめざす法律

アイヌ施策推進法
[令和元（2019）年5月施行]

アイヌの人々が民族の誇りを持って
生活することができ、その誇りが尊
重される社会の実現を図ることで、
すべての国民が相互に人格と個性を
尊重し合いながら共生する社会の実
現をめざす法律
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5月1日〜7日は
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人権に関する法律をご存じですか

みんなで築こうみんなで築こう人権人権の世紀の世紀
～考えよう 相手の気持ち 

　　育てよう 思いやりの心～
人 権 尊 重 都 市 品 川 宣 言
人間は生まれながらにして 
自由であり、平等である 
いかなる国や個人も、いかなる理由であれ 
絶対にこれを侵すことはできない

幾多の試練と犠牲のもとに 
日本国憲法と世界人権宣言は 
この人類普遍の原理をあらわし 
人権の尊重が 
国際社会の責務であることを明らかにした

今日、我が国社会の実情は 
いまだに差別意識と偏見が 
人々の暮らしの中に深く根づき 
部落差別をはじめ 
障害者、女性、先住民族、外国人への差別など 
どれほど多くの人間が苦しんでいることか

人間がつくりあげた差別は 
人間の理性と良心によって 
必ずや解消できることを 
我々は確信する

平和で心ゆたかな 
人間尊重の社会の実現をめざす品川区は 

『人権尊重都市品川』を宣言し 
差別の実態の解消に努め 
人権尊重思想の普及啓発と教育を推進することを 
ここに誓う
1993年（平成5年）4月28日



古紙を配合した再生紙を使用しています
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戸籍・住民票の不正取得

部落差別

「品川区ジェンダー平等と性の多様性を尊重し合う
社会を実現するための条例」を制定しました

　人は誰もが幸せに暮らしたいと考えています。
この幸せを願う気持ちをお互いに思いやることこ
そ、人権を尊重することではないでしょうか。
　しかし残念なことに、子どもや高齢の方などへ
の虐待、配偶者などからの暴力、障害がある方
や外国人に対する偏見、被差別部落出身の方
に対する差別など、私たちの身のまわりには様々
な人権問題があります。最近では、インターネット
を悪用した人権侵害、性的マイノリティの方へ
の偏見やヘイトスピーチなど、人権問題はより
複雑化・多様化しています。
　差別は、差別される本人には全く責任のな
いことで苦しめられるという、極めて不当な行
為です。そして差別することは、差別される人を
傷つけるばかりか、差別する人の人間性をも損
ねてしまう行為といえます。
　区は、23区唯一の「人権尊重都市品川」を
宣言し、様 な々施策の中に活

い

かして人権啓発や
人権教育を推進してきました。この宣言にこめら
れた想

おも

いを胸に、私たち一人ひとりが人権を尊
重することの重要性を正しく理解し、他の人の人
権に配慮した行動がとれるよう、相手の気持ちを
考え、思いやることを大切にしていきましょう。
　人権問題の解決は、私たち一人ひとりの意識
や行動から始まります。

　区では、すべての人が性別や性的指向、ジェンダーアイデンティティにかかわらず、誰もが自
分らしく生きられる社会の実現をめざし、施策を総合的かつ計画的に推進するための基本理念
などを定めた条例を4月1日に制定しました。

⃝どのような条例でしょうか
　区がめざす社会の実現に向けて、固定的な性別役割分担意識に基づく社会的慣行にとらわれ
ず多様な生き方を選択できること、性別、性的指向、ジェンダーアイデンティティに起因する日
常生活の困難の解消などを条例の基本理念に掲げています。区と区民、事業者、教育関係者の
皆さんと一緒に取り組みを進めていくための指針としていきます。

　一人ひとりが性別にかかわらず、平等に責任や権利、機会を分かち合い、
あらゆる物事を一緒に決められること。

　国家資格を持つ弁護士、司法書士、土地家屋調査士、税理士、社会保険労務士、弁理士、海事代
理士、行政書士の8士業には、依頼者に代わり「職務上請求用紙」を使って、戸籍証明などを請求
することが国により認められています。この職務上の権限を悪用し、戸籍証明や住民票を不正
に取得し、売買する事件が後を絶ちません。
　このように不正に取得された個人情報は、悪質な業者による身元調査などに悪用される可能
性があります。正当な理由がなく個人情報の取得を依頼する行為、そしてその依頼を請け合う
行為を断じて許さない社会をめざして、区は引き続き啓発に努めていきます。

⃝個人情報保護のため審査を厳格に行います
区では、戸籍証明などの発行に際して、交付請求者の本人確認を行うとともに、その請求理由な
どの審査を厳格に行い、個人情報の保護に努めています。また、これまでの不正の事例を踏まえ、
疑いのある交付請求については交付システムで警告が出るなど、審査体制を整えています。

⃝不正請求事件に対する基本方針について
区は職務上請求用紙を悪用した不正請求に対し、厳格な対応を行うため基本方針を定めています。
不正請求の事実が確定した場合、被害者へ不正請求の事実を告知し、さらに不正請求を行った者
に申し入れを行うとともに、所属する団体に対し法令遵守および再発防止策の強化を要請します。

　日本社会の歴史的過程の中で形づくられた身分制度や歴史
的・社会的に形成された人々の意識に由来する差別が、様々な
形で現れる日本特有の重大な人権問題です。被差別部落出身と
いうだけの理由で様々な差別を受け、基本的人権を侵されてき
た人々がいます。それらの人々が住まわされていた場所が「被
差別部落（同和地区）」、それらの人々に対する差別が「部落差別」
といわれ、今なお、結婚を妨げられたり、就職で不公平に扱われ
たり、そのほか日常生活の上で差別を受けることがあります。
　東京でも同和地区を確認するような土地調査事件が現実に起
きています。さらに、インターネットを利用した差別的な書き
込みや特定の地域を同和地区であると指摘するなどの事案が多
く発生しています。このような状況では、誰もが地域で安心し
て自分らしく暮らすことはできません。
　安心して暮らせる差別のない社会をめざすには、部落差別問
題を正しく理解し、差別を「しない」「させない」「許さない」とい
う視点に立ち、私たち一人ひとりが自分のこととして行動する
ことが大切です。

偽造有印私文書行使罪（刑法第159条・161条）：3月以上5年以下の懲役
不正手段により戸籍謄本などの交付を受けた者に対する罰則（戸籍法第135条）：30万円以下の罰金

問い合わせ  戸籍住民課戸籍住民担当(☎5742－6659 Fax5709－7625)

問い合わせ  ジェンダー平等推進センター（☎5479－4104 Fax5479－4111）
区ホームページでは「人権尊重都
市品川宣言」について、詳しく掲載
しています。

人権尊重の社会を
築くために

人権啓発・社会同和教育講座

　毎年秋に開催する「人権啓発・社会同和教育講
座」は、人権尊重都市品川宣言の理解促進を目的
に、身近な題材から様々な人権について学ぶ機会
としています。
　昨年の講座Ⅰは、「映画で読み解く人権」をテー
マに計4回講座を開催しました。受講者からは「身
近に人権問題があると知りました」「当事者にしか
わからない苦しみの大きさを知ると胸がしめつけ
られます」などの感想が寄せられました。

　また、講座Ⅱは、4年ぶりに都中央卸売市場「芝
浦と場見学会」を行いました。見学と職員との懇
談で、と場の歴史や業務・人権について理解し、差
別や偏見に向き合う機会となりました。
　人権が尊重される社会をめざして、今年も9月
から11月にかけて｢人権啓発・社会同和教育講座」
を開催する予定です。皆さんの参加をお待ちして
います。

問い合わせ  文化観光戦略課生涯学習係(☎5742－6837 Fax5742－6893)
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◦人権侵害の根絶

◦生活と仕事、学び、地域活動の調和

◦女性のエンパワーメント　
　※エンパワーメントとは、その人が本来持つ能力を発揮できるようにすること。

◦多様な生き方の選択

◦リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の尊重

◦性的指向やジェンダーアイデンティティに起因する日常生活上の困難の解消

◦平等な参画機会の確保

◦ジェンダー平等と性の多様性を尊重し合う社会を支える教育

◦国際社会・国内での取組に対する理解・推進

基本
理念

ジェンダー
平等とは


